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活 動 趣 旨 ( 応 募 の き っ か け )

• これまで浦添地域以外の各
地のお話を絵本と歌で制作
してきた。

• 自分の住む浦添市の魅力を
たくさん知って、こどもたちに
伝えたいという思いから、浦
添市の字や集落ごとの絵本
を制作したいと考えた。











勢理客「獅子舞」の取材の様子



勢理客「獅子舞」の絵本ショーの様子＠森の子児童センター





経塚「チョーチカチカ」の取材の様子

経塚「チョーチカチカ」の絵本ショーの様子



成果物





成 果 ①

浦 添 市 に 眠 る 地 域 の 魅 力 の 再 発 見

• 普段見ることのない自治会
史や地域への直接取材

• 地域にいる方しか知らない
歴史や伝統、こどもたちに伝
えるべき大切な教訓など残
っていることに気づくことが
できた



成 果 ②

絵 本 と 歌 で 伝 え る わ か り や す さ を 実

感

• 自治会史や図書館での資料は一般
の人が見る機会が少ない。こどもた
ちにとって絵本は親しみやすい

• 歌も制作し、一緒に語り伝えること
で、臨場感のある地域のお話として
印象にのこる

• 自分たちの地域のお話とうたができ
てうれしいという声

• こんなお話が地域にあったんだ地域
の魅力の再発見につながった



成 果 ③

地 域 の 歴 史 や 伝 統 の ア ー カ イ ブ 化

• 絵本と歌で地域の魅力をシ
リーズで絵本化することで、
浦添史全体の歴史のアーカ
イブ化・伝統の継承の教材
としての役割を担うことにな
る

• 地域の誇りを視覚化するこ
とである



課 題

• 予算と活動計画の見直し 一つ一つを丁寧に取材し、絵本と歌にま
とめるのに対し、予算とスケジュールに無理があった。１年で2作品
ほどしか制作できないと感じた

• 絵本というイメージと制作物とのギャップ 絵本と聞いてイメージす
るのがページ数が多く各シーンごとに絵があるものでハード製本の
もの。最初制作したものだと、ショーでやった時にこどもたちが飽き
てしまった。そこで予定を変更をし、一冊に力を入れてページ数を
増やした作品に予定を立て直した

• 地域の魅力をまちがえて捉えないようにする 地域で外に出したい
と思っていないセンシティブな問題を取り扱う際は、事実と本当にあ
っているのか入念に取材をすることと、地域の方の意見をしっかり
と取り入れて絵本化したい
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